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数   学   問   題   

 

[１] Ａ＝𝒙 + 𝒚 + 𝒛 、Ｂ＝−𝟐𝒚 − 𝒛 + 𝟑𝒙 、Ｃ＝−𝟓𝒛 + 𝒙 − 𝒚 のとき、 

３(Ａ＋Ｂ)－(Ｂ－Ｃ)＝  １  である。 

 

① 𝟏𝟎𝒙 − 𝟐𝒚 − 𝟒𝒛   ② 𝟖𝒙 − 𝟐𝒚 − 𝟒𝒛 ③ 𝟑𝒙 + 𝟑𝒚 + 𝟑𝒛 ④ 𝟖𝒙 + 𝟔𝒛    

 

[２] (𝒙𝟑 + 𝒂𝒙𝟐 + 𝟑𝒙 − 𝟐)(𝒙𝟑 + 𝒙 + 𝟐𝒂)を展開して整理した式の𝒙𝟑の係数が４と 

なるような  𝒂  の値は  ２  である。 

 

①  －１                 ②  １          ③  ２                  ④ ３   

 

[３] 等式(𝟑𝒙 + 𝒚 + 𝟏)𝟐 + (𝒙 − 𝒚 + 𝟑)𝟐 = 𝟎 を満たす実数 𝒙, 𝒚 は  ３  である。 

 

①{
𝒙 = −𝟏
𝒚 = −𝟐

     ②{
𝒙 = −𝟏
𝒚 = 𝟐   

            ③{
𝒙 = 𝟏   
𝒚 = −𝟐

         ④{
𝒙 = 𝟏
𝒚 = 𝟐

   

 

[４] Ａ＝
１−√𝟐

１＋√𝟐
 、Ｂ＝

１＋√𝟐

１−√𝟐
 のとき、Ａ

２
＋Ｂ

２
=  ４  である。                                                                              

 

① ３０      ② ３４            ③ ３５             ④ ３６   

 

[５]  
２

３−√𝟕
 の小数部分は   ５   である。  

① √𝟕 − 𝟑     ② ２－√𝟕                 ③ √𝟕 − ２         ④ ３－√𝟕   

 

[６] 不等式 
１

２
(𝒏 − 𝟑) + 𝒏 <

３

４
𝒏 + 𝟓を満たす最大の自然数 𝒏 は      

 ６   である。 

 

① ７                    ② ８         ③ ９                 ④ １０                                                   
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[７] １５以下の正の整数の集合Ｕを全体集合とし、その部分集合 

Ａ＝{１,３,５,７,９,１１,１３,１５}、Ｂ＝{３,６,９,１２,１５}のとき、 

集合Ａ
̅̅ ̅

∩ Ｂ
̅̅ ̅
＝   ７  である。 

① {３,９,１５}                                        ② {３,６,９,１５} 

③ {２,４,８,１０,１４}                      ④ {２,４,６,８,１０,１２,１４}      

 

[８] ２次関数 𝒚 = (𝒙 − 𝟏)𝟐＋４のグラフを𝒙軸方向に３、𝒚軸方向に－２だけ平行移

動した２次関数の方程式は   ８  である。 

① 𝒚 = (𝒙 + 𝟒)𝟐 + 𝟐               ② 𝒚 = (𝒙 + 𝟐)𝟐 + 𝟐   

③ 𝒚 = (𝒙 − 𝟐)𝟐 + 𝟐               ④ 𝒚 = (𝒙 − 𝟒)𝟐 + 𝟐   

 

[９] ２つの２次関数 𝒚 = 𝒙𝟐 − 𝟐𝒙 + 𝟒、𝒚 = −𝟐𝒙𝟐 + 𝒃𝒙 + 𝒄のグラフの頂点が一致す

るとき、𝒃 と𝒄  の値は   ９  である。 

① {
𝒃 = −𝟒
𝒄 = −𝟓

            ② {
𝒃 = −𝟒
𝒄 = 𝟏   

     ③ {
𝒃 = 𝟒    
𝒄 = −𝟏

            ④ {
𝒃 = 𝟒
𝒄 = 𝟏

 

 

[１０] グラフの軸が直線 𝒙 = 𝟐 で、２点（２，－３）、（０，１）を通る２次関数の

方程式は  １０  である。 

① 𝒚 = −𝒙𝟐 + 𝟒𝒙 + 𝟏                  ② 𝒚 = 𝒙𝟐 − 𝟒𝒙 − 𝟏  

③  𝒚 = 𝒙𝟐 − 𝟒𝒙 + 𝟏                              ④  𝒚 = 𝒙𝟐 + 𝟒𝒙 + 𝟏 

 

[１１] ２次関数𝒚 = 𝒙𝟐 + (𝟐𝒂 + 𝟏)𝒙 + 𝒂𝟐 + 𝟐のグラフが𝒙軸と異なる２点で  

交わるような 𝒂の条件は  １１  である。 

① 𝒂 < −
７

４
    ② 𝒂 > −

７

４
   ③ 𝒂 <

７

４
       ④  𝒂 >

７

４
 

   

[１２] 長さ４０㎝のひもを２つに切り、その２本のひもを折り曲げて正方形を２つ

つくり、その面積の和を最小になるようにしたい。このときの面積の和の最小値

は    １２  ㎠である。 

 

① ２０     ② ２５       ③ ５０     ④ １００ 
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[１３] 𝒙 についての２次方程式𝟐𝒙𝟐 − 𝒙 + 𝒂 = 𝟎 が、－１と０の間、０と１の間に 

それぞれ１つずつ解をもつとき、𝒂 の値の範囲は  １３   である。 

① −𝟑 < 𝒂 < −𝟏  ② −𝟑 < 𝒂 < 𝟎  ③ −𝟏 < 𝒂 < 𝟎  ④ 𝟎 < 𝒂  

 

[１４] 
１

𝐬𝐢𝐧１５０°＋ 𝐜𝐨𝐬３０°
＋

１

𝐜𝐨𝐬６０°−𝐬𝐢𝐧１２０°
＝  １４  である。 

① －２     ② －√𝟑      ③ －１       ④ ２√𝟑 

 

[１５] 𝒚 = (𝐜𝐨𝐬 𝜽)𝟐 − 𝐜𝐨𝐬 𝜽(０°≦θ≦１８０°)のとりうる値の範囲は 

  １５  である。 

①  −𝟏 ≦ 𝒚 ≦ 𝟏  ② −
１

４
≦ 𝒚 ≦ 𝟎   ③ −

１

４
≦ 𝒚 ≦ 𝟐    ④ 𝟎 ≦ 𝒚 ≦ 𝟐  

 

[１６] △ＡＢＣにおいて、ＣＡ＝６、∠ＢＡＣ＝６０°∠ＡＣＢ＝７５°のとき、Ｂ

Ｃ＝  １６  である。 

 

① 
𝟑√𝟑

２
              ② 

𝟑√𝟔

２
                ③  ３√𝟐                 ④ ３√𝟔 

 

[１７] △ＡＢＣにおいて、𝐬𝐢𝐧Ａ： 𝐬𝐢𝐧Ｂ： 𝐬𝐢𝐧Ｃ＝３：５：７が成り立つとき、 

∠ＡＣＢ＝   １７  である。 

① ６０°  ② １２０°   ③ １３５°   ④ １５０°  

 

[１８] ＡＢ＝３、ＡＤ＝４である平行四辺形ＡＢＣＤの２本の対角線の長さを 

ＡＣ＝ｐ、ＢＤ＝ｑとするとき、ｐ
２
＋ｑ

２
＝   １８  である。 

① ２４              ② ２５              ③ ４８      ④ ５０ 

                        

[１９] 右の表は、２０人で                      

   ゲームをしたときの得点                   

   をまとめたものである。 

２０人の得点の平均点が５.５点であるとき、ａ、ｂの値は  １９  である。 

① {
ａ＝３

ｂ＝６
           ② {

ａ＝４

ｂ＝５
      ③ {

ａ＝５

ｂ＝４
     ④ {

ａ＝６

ｂ＝３
 

 

 

得点 ３ ４ ５ ６ ７ ８ 計 

人数 ２ ａ ４ ｂ ４ １ ２０ 
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[２０] ４個の数字１，２，３，４を用いて５桁の偶数は  ２０  個できる。 

   ただし、同じ数字を重複して使ってよい。 

① １６２    ② ２５６      ③ ５１２    ④ １０２４ 

 

[２１] １から１２０までの数字が書いてあるカードが１２０枚ある。この中から１

枚のカードを抜き出すとき、そのカードの数が３でも４でも割り切れない確率

は  ２１  である。 

 

① 
１

３
                   ② 

１

２
                     ③ 

３１

６０
                ④ 

７

１２
 

 

[２２] 白玉３個、赤玉４個がはいっている袋から、同時に３個の玉を取り出すとき、

白玉が１個、赤玉が２個である確率は   ２２  である。 

 

    ① 
１２

３５
                   ② 

１６

３５
                ③ 

１８

３５
                ④ 

２１

３５
 

 

[２３] ３本の当たりくじを含む１０本のくじがある。Ａ、Ｂがこの順にくじを１本引

くとき、Ｂが当たる確率は   ２３  である。 

 

   ① 
１

１５
                   ②  

１

３
                   ③ 

７

３０
                ④ 

３

１０
 

 

[２４] 赤玉５個と白玉４個がはいったＡの袋と、赤玉４個と白玉８個がはいったＢ

の袋がある。それぞれの袋から１個ずつ玉を取り出すとき、２個とも同色である

確率は   ２４  である。 

 

    ① 
５

２７
               ② 

１３

２７
         ③ 

１４

２７
     ④ 

５

９
 

 

[２５] ５個のさいころを同時に投げるとき、奇数の目が２個以上出る確率は 

     ２５  である。 

   

① 
５

３２
                  ② 

３

１６
                  ③ 

５

８
                  ④ 

１３

１６
 

                                                   


